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事務所： ( I 6 0）東京都新宿区百人町3-23-1 国立科学博物館分館内

電話＝ (03) 364-2311 援誓＝東京 1-6599

原稿宛先： ( I I 3）東京都文京区弥生 I-l - I 

東京大学嚢学部森林動物学教室 樋口広芳

昭和54年度大会 昭和54年度の日本烏学会大会は、東京・上野室効圏内の会館（新築）で、

7月 I5日（日） fr:行レます。詳細は追ってお知らせしますが、講演申し込み（ I講積質疑とも

I 5分以内）は受けつけます。き毒漬要旨を 40 0字前後Kまとめて、下記までお申し込み下さL、。

1 I 3 東京都文京区弥生l-I -I 東京大学農学部森林動物学教室内

撞口広芳

新幹事決まる 評議員選挙K先だち、評議員会および幹事会を関レて、新幹事を決めましf:.o

庶務幹事：膏沢孝一大塚豊、田中康久

会計幹事： J11内博、宗近功

需集幹事：森岡弘之、種目広芳、竹下信珪

長年編集長を務められた阿部学氏は、勤務先の林業試験場の筑波移転などで多忙を極め、しば

らく幹事・評議員を離れることになりました。また図書整理をして下さった庶務幹事の石原由雄

氏も辞任されました。庶務幹事Ki主新たK両冨高校教諭の署沢孝一氏を迎え、庶務幹事だった森

岡弘之氏Kは遍集長をお霞レすることになりました。

編集幹事より 「烏jの原稿を募集しますo今年も「鳥」は 1号、%号、 4号の3冊を出板

の予定で、第1号の原稿はすでK編集中で6月上旬K刊行を予定しています。

会計幹事からお顛レ 今年度分の会費未納の方は、同封の握替用紙て・至急お納めくださいます

ようお震いしますoなお送金の場合、その内訳を必ず明記して下きL、つなんのためのお金か丹ら

ずに菌ることがよくあります。会費の場合は rco年度会費」と記して下さL、なお、蛋警で毎
送金の場合、特K本学会発行の領収書治：必要な方はその旨、振替用紙K書L、て下さL、。零Kその

ご希望-/J：書レてなレ場合、会計の手間をはぶくためK領収書の発行はレたしません。

会費（ 1年分） 3,0 0 0円（入会金2.0 0 0円）

票田基金の設定 昨年4月K亡くなられた本掌会名誉会頭黒団長礼氏のご遺族から、本学会K

金50万円の侮寄付がありました。幹事会でその使途Kつレて検討した結果、故内田清之助名誉

会頭の侮寄付を基Kした内田基金忙ならって、本学会の創立者を永遠K記念する「黒田基金Jを

設けることKしましt.:..o

これ忙より、本学会の基金は、現在つぎのとおりです。

内田基金 6 0万円（他K利子若干｝

桑田基金 5 0万円

老田・斎藁基金 I 5万円（他K利子若干）

井上元自11氏（北海道）は昨年7月、内田基金K、と本学会K1 0万円を御寄付下さレました。

したがって、内E基金は元の 50万円Kこの IO万円を加えたものとなってレます。これらの基



h』

金は、すべて特別会計の一部として定期預金の形で運用しています。今後はさらK基金を充実さ

せ、将来はその利子で奨学金を支給するなどの構想、を考えています。

最近 1年間の例会報告 07 8年3月11日「島の社会KついてJ中村登流 O同4月15日
「脊椎壷物の進化と島類の起漂j清本昌紀 O同9月30日［烏のわたりj中村司・吉田正。

同11月25日「メジロの社会とその進化j掻川次郎（日本野鳥の会と共催） O同12月16 

日「東甫アジアのヤケイ類KつレてJ西田隆雄 07 9年2月24日「フクロウの捕食食物とそ

の量」阿部学。以上レずれも会場は、東京文京区・東京大学量学部。

鳥学会の近畿地区懇談会 烏学会の例会が活発K開かれるよう Kなったことは、よろこばしレ

ことて寸。しかし、東京からはなれた所K住む者たちKとっては、遠くて時間的Kも経済的Kも

出かけKくレとレうのが実情ではなレでしょうか。そこで、近畿地方K在住する島学会員が中心

Kなって、互いK研究の成果を莞表し合ったり、義睦を深める場として、 1年前kf日本島学会

近陵地区懇談会Jが発足しました3
この会は小林桂助・伏原春男・坂根干・中田千佳夫・山岸哲（敬称略）の 5氏が世話人となっ

て運営され、その規約は以下の通りKなってレます。

〈日本島学会・近畿地区懇議会規約〉

1. 名称：この会はB本島学会近畿地区懇談会と称す。

2. 目的；会員が鳥類研究の成果を発表し合う場を提供するとともK、あわせて会員の義監をは

かることを目的とする。

3. 事業：この会は目的達成のため、次の事業を行う。

I ）例会の開催。 2）総会の開催。

4. 会員：会員の資格は会費納入Kよって発生し、会費切れKよって清議するo

5. 世話人：この会を運営するためK世話人若干名をおく。

1 ）世話人は総会Kおレて会員のうちから互選するo 2）世話人は世話人会を構成し、

この会の運営企画を評議するo 3）世話人の任期は2年とするo 4）世話人会Kおけ

る決定事項は適当な方法で会員K伝達する。

6. 会の運営：総会は年1回、例会は原則として年3回開催する。

7. 会計： 1）会費は年50 0円とする詩人男I]途例会の都度参加費を30 0円徴収する。 2）会

計年度は毎年1月1日忙始まり、 12月31 B tc終る。

a、

8. 事務局：この会の事務局は当分の問、下部おく。 ベ
〒55 8大阪市住吉区杉本町45 9 大阪市立大学理学部生物学教室動物社会学研究

室き（06) 692-1231（内32 5 3 ) 

9. 附則：この規約は昭和53年 3月19日より実施するo

島学会員K会員を展ることなく、将来の烏学会員鐘得のためKも懇談会だけへの入会も認めて

レます。会員数は昭和54年 1月1日現在、 59名て＼このうち烏学会員が39名ですo

昨年1年間Kは下記のような活動を行ってきました。

1 ）第 1回懇談会（発足会｝ 1月22日｛日）伊丹市労働福祉会館、 34名参加。会の性格K

つレて話しあレ、世話人・事務局をきめるo

2）第2回懇議会及び誌会 3月I9日｛日）伊丹市労働福祉会館、 21名参加ゐ規約の決定。

奈良盆地Kおけるシラサギ類の分布状況（山岸哲・阪市大・理・生物）。コサギの癖化願K

よる生残のちがL、とそれをもたらす行動KつL、て（井上良和・阪市大・理・生物｝。

3）第3回懇談会 9月24日（日）大阪市自然史博物館、 27名参力lloシマセンニュウの北海
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道Kおける分布Kつレて｛中田千佳夫・嵐山自然史研）。タマシギの生態（：米国重玄・阪市

大・理・生物｝。標本供覧（伏原春男・京都）。

4）第4回懇議会 I 2月 10 （日）京都嵐山自然史研究所、 20名参加。烏声録音のしかた

｛伊東輝夫・大阪NHK）。セァカの一夫多妻脅u（上E悪介・阪市大・理・生物）。中国東
北地区の烏（伏原春男・京都）。

すて－忙述べたよう K、会員の大多数は烏学会員であるとはいうものの、オープンシステムをと

っておりますので、直ちに島学会の支部云々とレうわけKもまいりませんが、この点Vてついては

今後皆んなで活動を続けるなかで検討してレきたL、と患っております。新しく烏学会K入会され

た方で、この懇談会K参加されたレ方は事務局まで御連絡下きL、（文責・山岸｝。

「甫千島の鳥類J刊行につレて かねて予告していました「甫千島の鳥類J（日本烏学双書第
1 7漏｝は、本年5月上旬頃刊行の予定となりました。現在、初枝を終え、再枝Kかかってレま

す。この本は、ソ連の烏学者 V.A.ネチャエフの同琶の著書（ロシア語、 1 9 6 9年）の訳で、

訳者は北方の鳥類Kくわしい帯広畜産大助教授の藤巻裕蔵氏です。本来なら、我々自身で者千島

の譲査を行なわなければならないのですが、現状ではソ連の学者の論文や著書で満足する他仕方

がありません。とくに北海道の鳥類K関心のある方K、是非おすすめします。

定価は 1部 1.90 0円（送料込み）です。同封の掻替用紙でお申し込み下さL、。完成次第、直

ちK郵送でお手許Kお届けします。

票田長久著「富士山地域の鳥類J 黒団長久薄士から「富士山地域の鳥類」の一部を害瞳して

レただきましたので、希望者K頚布します。とれは 19 7 1年K富士急行扶式会社が刊行した

「富士山J（富士山総合学術調査報告書・黒田長久博士編集）と題する大著の鳥類K関する部分の
別刷で、原著は非売品て・入手できませlvo鳥類の部分は、黒田博士自身が担当され、本義（ A 4 

坂93頁｝のほか6冊（計50頁、 3付表）て＼富士山の烏類の研究Kは欠くことのできなレ貴

重な文書えです。売上金は、 f黒田基金jk繰り入れます。

定価は 1セット 1.7 0 0同（：送料20 0円込み）。同封の握替用紙でお申し込み下きL、。全部

で40セァトしかありませんのでお早目K。

会員名軍 最近入会された方、本学会の会員名筆をお持ちでしょうか。 i7年 11月発行の

「会員名簿jと78年11月発行の「会員名著追需 1Jがあります。会員の方Kはそれぞれ 1部ず

つお送りしてあるはずて寸が、手ちがL、Kより未だおうけとり忙なってレなレ方もレらっしゃる

炉 かも知れません事務所までわガキでお申し出忙なれば、無料でお送りします。

会費：年額3.00 0円 （入会金： 2.00 0円）

入会のお申し込みは事務所まで。どなたでも入会できます。
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